
薬理系統合演習（ＰＢＬ）

Ｉ班 泌尿器

糸球体の構造と役割 納本 愛歌

尿細管の構造と役割 香山 拓慧

集合管の構造と役割 高見 彩

血圧と体液量調節 明田 紗奈

排尿筋・括約筋と神経支配 藪下 史央里



糸球体の構造と役割

糸球体は、ボーマン嚢に包まれた毛細血管の塊のことである。

役割は、血液をろ過（限外ろ過）して原尿を作ることである。

毛細内血管細胞→糸球体基底膜→足細胞の順にろ過される。

傍糸球体細胞から分泌したレニンは、

レニン-アンギオテンシン系を介して血液量や血圧を制御する。

傍糸球体細胞



ナトリウム吸収

副腎 副腎 アルドステロン
分泌

バソプレシン分泌
（脳下垂体後葉）

水の再吸収

I班：血圧と体液量調節 明田 紗奈
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